
ポイラょうせ

白~ 2 '3長 一 般構 造 用圧延鏑材 JIS G 3101 (1952) 

化 学 l氏 分 % 

府t )]IJ 記 号 平炉または電気炉による峨合 転 炉に よ る t品合

P s P s 

2再 l 極 SS 34 

tl'; 2 極 SS 41 0.060 以下 0.060 以下 0.080 以下 0 .060 以下
一 般fíY!造JIl

UJ; 3 盛 SS 50 
圧延鋼材

首I~ 4 甑 SS 39 
0.070 以 F 0.070 以下 0.100 以下 0.070 以下

第 5 極 SS 49 

一

51 目員 試 験 1111 げ 試 験

柾i 見。 言E 号
i3 lillHrtt さ 降伏点

イ11 1 ひ 半% 内 日Ij 径
kg/mm' kg/mm' 角度

1i~ 1 極 SS 34 34-41 1 号
l早さ 9mm 以上 25 以上

密 ぷT
厚さ 9 mm 未満 2 1 以上

鍬 板

平 鍬 首1'; 2 極 SS 41 41-50 23 以上 l 号
厚さ 9mm 以上 20 以上

厚さの1.5 1古
厚さ 9mm 未満 17 以上

形 鋼

tP; 3 値 SS 50 50-60 28 以上 1 号
!!J さ 9mm 以上 18 以上

!l;lさの 2.0 !音
厚さ 9 mm 未満 15 以 七

第 l 極
2 号 25 以上

若SS 34 34-41 密
3 号 30 以上

180 ・

第 2 t重 :!B以上
2 号 20 以上

後・辺または対辺距離の1.5倍SS 41 41-50 
3 号 24 以上

締 鋼 白11 3 箇 SS 50 50-60 28 以上
2 号 18 以上

i圭 ・辺または対辺距離の 2.0!音
3 号 21 以上

tn" 4 極 SS 39 39-53 24 以上
2 号 20 以上

径 ・辺または対辺距離の 1.5!苫
3 号 24 以上 | 

自\ 5 極 SS 49 49-63 30 以上
2 号

径 ・ 辺または対辺距離の 2 .0f音
3 号 20 以上

~ii考 l 降伏点は JIS Z 2241 (金鴎材料引張試験方法)の定めによ る.

2 鋼板 ・ 平鍋 ・ 形鍛および総鏑を表わすときの記号は表記淀号のつぎに P (鋼甑) ・ F (平鋼) ・ A (形鋼) または B (勝鍋)をしるす.

~! 一般構造問圧延鋼材銅版第 1 紐は SS 34 P とする。

3 1111げ試験において第 300はとくに注文者の指定のある矧合にかぎり 1'f 5. 

4 しま鋼仮(これに獄するものを含む)およびつぎに示す鋼材には引政試験を行わない.

鋼 板 | 厚さ 5 mm 未満のもの

平鍋 ・ 形鋼 | 厚さ 6mm 未満のもの

勝 鋼 | 径 ・ 辺または対辺距離 8mm 未満のもの

(討) 寸法および重量の許容差の規絡は省略.
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